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会　議　等　結　果　報　告　書

 
会議区分 会　議　・　打合せ　・協　議

文書番号 安政推第３１８号
 決裁期日 令和８年４月２４日
 

名　　称 第 1 回安平町 町民まちづくり会議（昼の部・夜の部）

 
日　　時

（昼の部）令和８年４月２０日　午前・午後　　３時００分 ～ ４時５０分 

（夜の部）令和８年４月２０日　午前・午後　　６時３０分 ～ ８時００分
 

場　　所
（昼の部）総合庁舎　大会議室 

（夜の部）総合庁舎　中会議室
 

出 席 者

町民参加者　（昼の部）町民 4 名 

　　　　　　（夜の部）町民 4 名 

安　平　町　（PT メンバー(昼の部のみ)）LPM、主幹、主査、主事 

（政策推進課）課長、課長補佐、主幹、主査
  

会議概要

 

１　開会（進行：課長補佐） 

　　◇会議開会のあいさつ 

 

２　町長挨拶 

　　・今年度は、昨年度から着手している「第3次安平町総合計画」を完成させる極めて

重要な年である。 

　　・第2次計画として特筆すべきは、教育を柱とした移住・定住施策が実を結び、4年連

続の社会増、そして昨年は20名の人口増を達成したことである。 

　　・DXや再生可能エネルギー事業等の継続事業や地域の諸課題を解決するため、町民と

協力し推進していきたい。 

 

４　自己紹介 

　　◇町民参加者及び役場職員の自己紹介 

 

５議事 

（１）町民まちづくり会議の役割について 

　　◇資料に基づき説明：主幹 

◇質疑応答要旨 

・(夜の部参加者)町長の公約と計画の関係性、計画の立ち位置とは。 

　→総合計画は、町長の公約と町民の具体的意見を統合した、町の長期的な理念とし

ての立ち位置である。 

 

（２）安平町の人口推移などについて 

◇資料に基づき説明：主幹 

◇質疑応答要旨 

　・(昼の部参加者)昼夜間人口の安平町数値が同数値となっているが、昼と夜の人口

は同一で正しいか。 

　→数字として正しい。 

　・(昼の部参加者)社台ファームの昼夜間人口のカウントは 

　→勤務地住所でのカウントとなっている。 

　→勤務地が千歳となるため、「昼間は町外に出る人口」としてカウントされている

若者が多数存在する。 

　・(夜の部参加者)合計特殊出生率が年によってバラバラな要因は。 

　→分母となる人数が少ないため、年によってバラバラとなる。 

　　　・(夜の部参加者)地域おこし協力隊は定住につながっているか。 

　　　→任期後３年の定住率は50％程度。 
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（３）安平町の財政状況について　　 

　◇資料に基づき説明：主幹 

◇質疑応答要旨 

　　　・(夜の部参加者)町民税と町税の表記の違いについて 

　　　→町民税は個人住民税を指していて、町税は町が賦課している税収全般を指してい

る。 

　　　・(夜の部参加者)R5とR6の歳出を比較すると総務費・衛生費が微増となっているが

要因は(教育費除く)。 

　　　→把握してないため確認する。 

 

（４）総合計画について -第２次の特長・第３次の方針- 

　　◇資料に基づき説明：主幹、LPM(昼の部のみ) 

　　◇質疑応答要旨 

　　　・(昼の部参加者)第3次総合計画の策定方針の視点については、全て日本・北海道

で挙げられている課題。安平町ならではの視点を持つべきでは。 

　　　→安平町ならではの課題も分析・共有し、第2回以降で議論し計画に盛り込みたい。 

　　　・(夜の部参加者)人口増の要因としては、政策的要因もあるが外部的要因の影響が

あることも認識する必要があると思うが。 

　　　→外部的要因に影響する人口推移についての調査は今年度実施予定。移住してきた

方の移住イメージと定住後の暮らしイメージのギャップが少なくなるような政

策の推進をしていきたい。 

　　　 

（５）次回以降について 

◇資料に基づき説明：主幹 

　　◇質疑応答要旨 

　　　・(昼の部参加者)アンケート結果と町で把握している就業構造は同様か。 

　　　→確認し、次回資料を提示する。 

 

６　その他  

　◇事務局より、次回開催次期の目安(5/11～の週)について説明 

 

７　閉会  

　◇課長より閉会のあいさつ 

以上


